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研修報告 意見・感想 
今回の研修では、全国でも有名な議会だよりを発行している議会の広報について学

ぶために研修を行った。 

 

１）王寺町議会 

王寺町議会では広報に関して広報アドバイザーを置いており、紙面の分析から

リニューアルまで行われ、住民の方々に満足していただいている。 

広報誌に書くことがゴールではなく住民に理解してもらうことをゴールとして

行われており、非常に共感できるものだった。 

また、広報モニターを導入し、言葉や表紙の選定など住民の方に寄り添った広

報誌はぜひ大津町議会にも導入すべきだと感じた。 

そして、議員側が企画や取材をし、事務局が編集を行う分業制は議会だよりの

質の向上には非常に有用だと感じた。 

 

２）大山町議会 

大山町では、デスクと記者ということで分業制が行われており効率的な原稿作

成が行われていた。 

また、ターゲットの設定が明確に行われており、やはりこの部分はぜひ大津町

に導入していくべきだと考える。 

そして、大山町議会だより内では議員と語る会と議員討論会の掲載が行われて

おり、住民の方との接点や議員の考えの部分が視覚化され、この部分は住民の

ニーズに非常に合致するものだと感じた。 

さらに、議会だより内でも議員とは何なのかという部分にも触れられており、

非常に分かりやすく議員という役職への理解促進にもつながるものだった。 

こういった部分は大津町においても導入すべきだと考える。 


